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研究成果の概要（和文）：本研究では教会スラヴ語的要素の一つである双数形に焦点を当てて分

析を行った。その結果、15 世紀にロシアで成立したオリジナル聖者伝において、双数形の使用

が想定されうる文脈における双数形（教会スラヴ語的要素）と複数形の使い分けは、語彙・文

法的要因だけでなく、作品における各エピソードをより効果的に伝えるという作者の意図によ

っても決定されることが判明した。すなわち、教会スラヴ語的要素の用法に関する研究では談

話的要因を考慮する必要があることが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the usage of dual forms, 
one of the typical slavonisms. In the Russian original hagiographies of the Fifteenth 
century, dual forms (slavonism) and plural forms were chosen according to the grammatical 
and lexical-grammatical factors, but in considerable cases, the choice was made 
strategically as well in accordance with the characteristic of the episode. This viewpoint 
makes it evident that the pragmatic factor must also be taken into consideration in the 
studies of the usage of slavonisms. 
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１．研究開始当初の背景 
中世ロシア語において、生きた文法カテゴリ
ーとしての双数は、民衆の言葉が良く反映さ
れている白樺文書から判断すると、13 世紀頃
と推定される。これまで、ロシア語における
双数研究は、その話し言葉における消失過程
と時期の解明を主眼としていたため、11－14

世紀の文献を対象とした研究がほとんどで
あった。しかし、双数形そのものは、ロシア
教会スラヴ語を指向する文献においては、教
会スラヴ語的要素の一つとして中世ロシア
語期を通して（17 世紀末まで）使用され続け
た。 
15－17 世紀に成立した文献における双数形
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の使用に関しては、これまでにも O.N.キヤノ
ヴァ、M.L.レムニョーヴァ、V.M.ジボフらの
研究があった。ただし、前者二人に関しては
文法・語彙の観点からのみの分析、ジボフに
関しては高尚な文体であることを示すため
に所々で使用しているとの説明にとどまっ
ていた。また、3 者とも、双数形の使用が想
定される箇所をすべて抽出し、双数形と複数
形の使用分布の傾向とその選択基準を明ら
かにするという作業は行っていなかった。さ
らに、申請者は博士論文（1999 年）で研究
対象とした『貴族夫人モローゾヴァの物語』
における双数形の用法を分析した結果、モス
クワ・ルーシ時代（15－17 世紀）の文献に
おける双数形の用法に関しては、談話的観点
を導入することが不可避であることが明ら
かとなったが、この点を考慮した研究もほぼ
皆無であった。本研究では、ロシア語史研究
における空隙を埋めるべく、この時代の双数
形の用法を詳細かつ全面的に調査すること
とした。 
 
２．研究の目的 
中期ロシア語（15－17 世紀）文献について、
教会スラヴ語的要素の一つである双数形の
用法を詳細に分析することで、話し言葉に基
盤を持たない言語形態が書き言葉において
いかに継承・変容されるか明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）中期ロシア語期におけるロシア教会ス
ラヴ語の特徴を明らかにするため、この時期
にロシアで新たに執筆された文献を調査対
象とする。 
（２）分析対象ジャンルとしては 15 世紀に
成立した聖者伝とする。このジャンルは教会
スラヴ語で書くことを旨とし、古風な言語形
態が保たれていること、ただし教会文献とし
ては、例えば聖書などと比べて書き手の自由
があること、がその理由である。本研究では
15 世紀を代表する二人の文筆家エピファニ
ィ・プレムードルィとパホーミイ・ロゴフェ
ートを取り上げ、前者の作品『ペルミのステ
ファン伝』『ラドネシのセルギイ伝』、および
後者による『ラドネシのセルギイ伝』の新た
な諸編集版を調査対象とした。 
（３）言語的特徴をより正確に把握するため
刊本ではなく、写本を使用する。刊本では写
本中の略語、綴りを正確に反映せず、現代人
に読みやすく直すことが多いが、それにより、
写本における語尾形態が正確には分からな
くなることがあり、言語研究には適さない。 
（４）双数形の使用が想定される箇所をテク
ストからすべて抽出し、全数調査を行う。 
（５）得られたデータを文法・語彙レベルと
テクストレベルの 2 段階で分析する。 
 

４．研究成果 
エピファニィ・プレムードルィ執筆の『ペル
ミのステファン伝』『ラドネシのセルギイ伝』
における双数形の使用に関して、次のことを
明らかにした。 
（１） ペアをなす身体部位を表す名詞は、

語彙によって双数形・複数形の選択
が決まる。「両親」を表す名詞は、主
格では常に複数形、斜格では双数
形・複数形どちらの使用も認められ
る。 

（２） （１）以外の名詞に関しては、個数
詞２と結合する場合は双数形、結合
しない場合は複数形で示される。 

（３） 1・2 人称代名詞は、主格では常に複
数形、斜格ではどちらの数形態も使
用される。動詞の 1・2人称も、双数
形・複数形どちらの使用も認められ
る。 

（４） 修飾語は、被修飾語が双数形であれ
ば双数形、複数形であれば複数形で
示される。 

（５） （３）以外の代名詞は、双数形・両
数形どちらでも使用される。 

（６） 述語の数形態は、主語によるところ
が大きい。 
① 主語がペアをなす身体部位を表

す名詞、個数詞２またはそれと結
合する名詞で示される場合、述語
は原則双数形である。 

② 3 人称代名詞で示される場合、述
語は複数形である。 

③ 主語が「両親」を表す名詞で示さ
れる場合、または文中に主語が現
れない場合、述語は双数形・複数
形のどちらも使用されうる。 

④ 独立与格構文では、述語を表す分
詞は常に双数形である。 

以上は、語彙・文法レベルの分析であり、『ペ
ルミのステファン伝』における双数形の用法
は、基本的にこのレベルで説明できる。しか
し、『ラドネシのセルギイ伝』はさらにテク
ストレベルの分析が必要となる。調査の結果、
（３）（５）（６）③のケースにおける数形態
の分布には談話的要素が関係することが明
らかとなった。すなわち、通常の場面ではこ
れらは双数形で示されるが、聖母、天使など
が人間の前に現れる場合（幻視）では、その
人間の描写に複数形が使用される。こうする
ことで作者は神の御使いと人間を対置させ、
かつ幻視を他のエピソードから際立たせた
と考えられる。 
本研究で行った分析はその正確さ、またテク
ストレベルによる分析の斬新さが高く評価
さ れ 、 そ の 成 果 を 国 際 的 な 学 術 雑 誌 
«Русский язык в научном освещении»に
て発表することができた。 



 

 

パホーミイによる『ラドネシのセルギイ伝』
に関しては、第 1・3・4編集版および近年発
見された直筆原稿（第 4編集版に近いとされ
る）の分析を行った。その結果、特に（６）
述語でエピファニイの作品と大きな違いが
見られた。 
（１） 主語がペアをなす身体部位を表す名

詞、個数詞２またはそれと結合する
名詞で示される場合、述語は双数形
である（この点のみは、エピファニ
イと同様）。 

（２） 文中に主語が示される場合は、述語
は常に複数形。 

（３） 文中に主語が示されない場合。 
① 文脈から主語の人数が判断でき

る場合、述語は複数形。 
② 文脈からは主語を確定すること

ができず、述語形態でのみ判断が
可能な場合、述語は双数形。 

ただし、（３）②のケースでも、セルギイの
死後の奇蹟を描いた箇所では、述語は複数形
で示される。 
以上の結果から、15 世紀以降に成立したロシ
ア教会スラヴ語を指向する文献で双数形を
使用する場合、絶対的に伝統に忠実である範
疇と、書き手個人の自由が許容される範疇が
あることが確認できた。また、後者に関して
は、書き手の個性を発揮する場でもあり、す
でに話し言葉では失われ、書き言葉でのみ継
承される文法形態が、その用法においてどの
ような変化を被るか、その可能性と方向性を
明らかとする素材を提供するとなることも
明らかとなった。今後は他の文献の分析を進
めることで、この点の包括的解明を目指した
い。 
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